
ＲＥ－マテリアルコンペティション 

 
  

明治大学理工学部 小林正美 

 素材からのメッセージ  





          資源循環型社会における 

    再生素材と人間をとりまく環境の意味を考える 

１．産業革命以前の自然素材 

     ローカル、少量生産、非専門技術、非均質、風土に直結 

 

２．工業化時代以降の加工素材 

     グローバル、大量生産、専門技術、均質、世界共通 

 

３．脱工業化時代の再生素材 

     グローカル、適量生産、一般技術、目的に対応 

 

 



再生素材をテーマとしたコンペティションの意味 

・ 幅広い応用事例のイメージを共有する 

                          （出口側のアプリケーション） 
 

・ 社会的ニーズから、新しい再生素材を探る 

                                （マーケティング） 
 

・ サステイナブル社会の先導的なイメージの視覚化  

                         （前衛・ファンの育成） 
                        

 

 



コンペティションの内容と目的 

• 毎年、テーマ素材を変えながら、新しいアイデアやデザイン 

  を公募する （2004年度： ガラスのＤＮＡ） 

      

・ 実用化の可能性のあるアイデアについては、積極的に支援する 

 

・ 関心の高いデザイナーや学生のネットワークを図り、継続的な
教育・研究を重ねる 



   人間は素材とどう関わってきたか？ 

 

    まちなみと建築文化における素材の変遷 

 

 



































































































 ガラスのＤＮＡの先進事例 



キルヒナー美術館 

Annette Gigon & Mike Guyer ダボス・スイス / 1992 









ボトルドーム 

Wolfgang Becker アーヘン・ドイツ / 1980~1984 













高速道路のチャペル 

Pascale Guignard & Stefan Saner ウーリ・スイス / 1998 














